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本番に向けて七人の心が一つに
　小町まつりは、宵祭が６月１１日（土）に、本祭が
１２日（日）に開催されます。
　本番に向けて「歩くときの足運び」、「お辞儀の仕
方」、「市女笠の着け方」、「和歌の朗詠」など練習
の日々が続きます。美しい立ち居振る舞いを魅せたい
という思いが七人の小町娘の心を結び付けました
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歯
周
病
菌
は
歯
ぐ
き
の
炎
症
部
位
か
ら
血

液
中
に
入
り
込
み
、
炎
症
物
質
と
と
も
に
血

流
に
の
っ
て
血
管
壁
や
臓
器
に
た
ど
り
着
き

ま
す
。
そ
こ
で
動
脈
硬
化
や
炎
症
、
臓
器
の

働
き
を
妨
げ
る
な
ど
の
問
題
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
例
え
ば
心
臓
病
や
肺
炎
、
低
体
重
児

出
産
な
ど
と
の
関
連
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
歯
周
病
は
大
き
な
病
気
を

発
症
し
た
り
悪
化
さ
せ
た
り
と
全
身
に
さ
ま

ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
す
怖
い
病
気
な
の
で
す
。

　
健
康
寿
命
と
は
「
健
康
上
の
問
題
で
日
常

生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る

期
間
」
と
定
義
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分

の
歯
が
多
い
人
や
入
れ
歯
な
ど
で
口
腔
機
能

を
保
て
て
い
る
高
齢
者
は
、
し
っ
か
り
か
ん

で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

認
知
症
に
な
り
に
く
い
、
転
倒
が
少
な
い
と

い
う
研
究
結
果
も
あ
り
ま
す
。
口
腔
機
能
を

維
持
し
、
歯
の
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
は
健
康

寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

歯
を
失
う
原
因
は

　
　
　
　
　
　
歯
周
病
と
虫
歯

全
身
に
影
響
を
及
ぼ
す
歯
周
病

■
歯
周
病
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

　
1
、
2
項
目
あ
て
は
ま
れ
ば
歯
周
病

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

□ 

歯
ぐ
き
が
赤
く
腫
れ
て
い
る

□ 

口
臭
が
気
に
な
る

□ 

歯
ぐ
き
が
や
せ
て
き
た

□ 

歯
ぐ
き
か
ら
出
血
す
る

□ 

朝
起
き
た
と
き
口
が
ネ
バ
ネ
バ
す
る

□ 

指
で
さ
わ
る
と
少
し
ぐ
ら
つ
く
歯
が

　 

あ
る

□ 

歯
が
長
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る

□ 

歯
と
歯
の
間
に
物
が
つ
ま
り
や
す
い

□ 

歯
ぐ
き
か
ら
膿
が
出
た
こ
と
が
あ
る

□ 

と
き
ど
き
歯
が
浮
い
た
よ
う
な
感
じ

　 

が
す
る

健
康
寿
命
と
歯
の
健
康

か
か
り
つ
け
歯
科
医

「健康も　楽しい食事も　いい歯から」

歯と口の健康週間（6月 4日～ 10 日）

　健康な生活に欠かせない「歯」。近年、「虫歯予防はマイナス 1 歳から」といわれるようになり、妊婦を
含めた全ての年代で健康な歯を保つことが大切です。

○問い合わせ　健康対策課（☎73-2124）

平成28年度標語
「健康も　楽しい食事も　いい歯から」「健康も　楽しい食事も　いい歯から」

年代別の注意点と虫歯・歯周病予防のポイント

　「
食
べ
る
」「
会
話
す
る
」
と
い
う
、
私
た

ち
が
日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い

営
み
を
守
っ
て
く
れ
る
の
が
歯
医
者
さ
ん
で

す
。「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
」
を
持
ち
、
定

期
健
診
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
を
受
け
て
虫

歯
や
歯
周
病
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
を
受

け
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
妊
娠
期
・
胎
児
期
】

・
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
で
歯
周
病
菌
が
増
え
る

・
唾
液
量
の
減
少
や
つ
わ
り
で
歯
み
が
き
で
き
な
い
と

　
き
が
あ
る
た
め
、
虫
歯
や
歯
周
病
に
な
り
や
す
い

・
歯
周
病
が
低
体
重
児
出
産
や
早
産
の
原
因
と
な
る
こ

　
と
が
あ
る

■
ポ
イ
ン
ト

・
気
分
が
良
い
と
き
は
丁
寧
に
歯
を
み
が
き
ま
し
ょ
う

・
子
ど
も
の
歯
は
妊
娠
中
に
つ
く
ら
れ
る
の
で
、
バ
ラ
ン

　
ス
の
良
い
食
生
活
が
大
切
で
す

・
体
調
が
安
定
し
た
ら
妊
婦
歯
科
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

　
う

■
歯
周
病
の
原
因
菌
に
よ
る
全
身
へ

　
の
影
響

□市の歯科保健事業
・ 妊婦歯科健康診査
・ 歯科衛生士による講話（1歳児）
・ 歯科健康診査（1 歳 6 カ月児、
　2歳児、3歳児）
・ フッ素塗布（1 歳 6 カ月児、2 
  歳児、3歳児）
・ フッ素洗口事業（年長児、小・
　中学生）
・ 歯周疾患検診（30､ 40､ 50､ 60､ 
  70 歳)
・ 後期高齢者歯科健康診査（75歳）

【
学
童
期
】

・
乳
歯
と
永
久
歯
が
混
在
し
、
歯
並
び
が
凸
凹
す
る
の

　
で
、
み
が
き
残
し
が
多
く
虫
歯
に
な
り
や
す
い
状
態

・
第
一
大
臼
歯
（
6
歳
臼
歯
）
は
乳
歯
の
奥
に
生
え
て

　
く
る
た
め
保
護
者
が
気
付
き
に
く
く
、
か
み
合
わ

　
せ
の
溝
が
深
い
た
め
、
虫
歯
に
な
り
や
す
い

■
ポ
イ
ン
ト

・
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
お
や
つ
の
時
間
や
内
容
に
も

　
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

・
6
歳
臼
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う

・
保
護
者
の
仕
上
げ
み
が
き
を
続
け
ま
し
ょ
う

・
フ
ッ
化
物
配
合
歯
み
が
き
剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う

【
高
齢
期
】

・
年
齢
と
と
も
に
歯
の
減
少
や
か
む
力
が
低
下
す
る

・
唾
液
や
飲
食
物
、
口
の
中
の
細
菌
が
誤
っ
て
気
管
に

　
入
る
こ
と
に
よ
る
誤
嚥
性
肺
炎
を
起
こ
し
や
す
い

・
口
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
よ
り
低
栄
養
に
陥
り
や
す
い

■
ポ
イ
ン
ト

・
お
い
し
く
食
べ
る
、
会
話
を
楽
し
む
、
ま
た
肺
炎
や

　
認
知
症
予
防
の
た
め
に
も
歯
と
口
の
ケ
ア
を
し
ま

　
し
ょ
う

・
義
歯
（
入
れ
歯
）
の
手
入
れ
を
し
っ
か
り
行
い
、
不

　
具
合
が
あ
れ
ば
歯
科
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

【
思
春
期
】

・
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
影
響
で
、
歯
ぐ
き
の
腫
れ
や

　
出
血
な
ど
の
歯
肉
炎
が
起
き
や
す
い
時
期

・
外
出
時
の
飲
食
や
間
食
・
夜
食
の
増
加
に
加
え
、
歯

　
科
医
院
を
受
診
す
る
時
間
が
と
り
に
く
く
な
り
、

　
虫
歯
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る

■
ポ
イ
ン
ト

・
セ
ル
フ
ケ
ア
の
ほ
か
、
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け

　
ま
し
ょ
う

・
学
校
の
歯
科
健
診
で
受
診
を
勧
め
ら
れ
た
場
合
は
、

　
早
め
に
受
診
し
、
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う

【
成
人
期
】

・
夜
食
、
喫
煙
、
疲
労
、
ス
ト
レ
ス
、
睡
眠
不
足
な
ど

　
に
よ
り
歯
周
病
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る

・
仕
事
や
子
育
て
、
介
護
な
ど
に
追
わ
れ
、
自
分
の
健

　
康
が
後
回
し
に
な
り
が
ち
。
ま
た
、
虫
歯
へ
の
関

　
心
が
薄
れ
が
ち
に
な
る

■
ポ
イ
ン
ト

・
歯
間
部
清
掃
用
器
具
（
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
等
）
を
使

　
用
し
ま
し
ょ
う

・
歯
科
医
院
で
定
期
的
に
歯
石
除
去
や
歯
面
清
掃
を
受

　
け
ま
し
ょ
う

・
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
も
気
を
付
け
ま
し
ょ

　
う

　
歯
を
失
う
二
大
原
因
は
、
虫
歯
と
歯
周
病

で
す
。
特
に
歯
周
病
は
成
人
の
約
八
割
が
罹

患
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
年
齢
と
と
も
に
悪
化

し
、
気
付
い
た
と
き
に
は
す
で
に
歯
を
保
て

な
い
状
態
と
い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　
歯
周
病
の
原
因
は
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
す
き

間
に
た
ま
っ
た
歯
垢
の
中
に
い
る
歯
周
病
菌
。

予
防
の
基
本
は
歯
周
病
菌
の
巣
と
な
る
歯
垢

を
し
っ
か
り
取
り
除
く
こ
と
で
す
。
ま
た
、

早
期
に
発
見
し
て
治
療
す
れ
ば
改
善
で
き
ま

す
。
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
定
期
的
に
歯
科

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

り

【
乳
幼
児
期
】

・
3
歳
前
後
は
乳
歯
が
生
え
そ
ろ
い
、
虫
歯
が
急
増
す

　
る
時
期(

グ
ラ
フ
1)

・
乳
歯
の
虫
歯
を
放
置
し
て
い
る
と
永
久
歯
も
虫
歯
に

　
な
り
や
す
く
な
り
、
永
久
歯
の
歯
並
び
や
あ
ご
の

　
発
達
に
も
影
響
す
る

■
ポ
イ
ン
ト

・
大
人
が
使
っ
た
箸
や
ス
プ
ー
ン
で
赤
ち
ゃ
ん
に
食
べ

　
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
ガ
ー
ゼ
や
乳
児
用
歯
ブ
ラ
シ
で
歯
み
が
き
を
習
慣
付

　
け
ま
し
ょ
う

・
食
事
や
間
食
は

　
で
き
る
だ
け
決

　
ま
っ
た
時
間
に

　
と
り
ま
し
ょ
う

・
市
の
歯
科
健
診

　
や
フ
ッ
素
塗
布

　
事
業
を
活
用
し

　
ま
し
ょ
う

（グラフ 1）乳幼児の虫歯罹患率
平成26年度乳幼児歯科健診結果

1歳 6ヵ月　  2 歳      3 歳
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平成27年度予算の執行状況

●一般会計予算 市の予算の中心を成すもので、福祉や教育、道路の整備など、
市の一般的な経費を扱う会計の状況です●一般会計予算

歳入

市 政の 財

歳出

予算現額           収入済額           収入率
307億8,683万円  257億3,070万円  83.6%

予算現額　　　　支出済額　　　  支出率
307億8,683万円  253億5,066万円  82.3%

●市税の内訳 一般会計の市税の収入済
額の内訳です ●市債の状況

公営企業である上水道事業会計の状況です●上水道事業会計

平成28年 3月31日現在の27年度予算の執行状況をお知らせします。

※各項目の数値は、表示単位未満を四捨五入しているため、
合計が一致しない場合があります。特別会計の執行状況につ
いては、市ホームページで公表しています。

●見方のPoint

○問い合わせ　財政課財政班（☎73-2114) へ

【収入】　　　　　　　　　　　　  【支出】
予 算 額　8億 5,422 万円　　　　予 算 額　8億 1,878 万円
収入済額　8億 5,987 万円　　　　支出済額　8億   140 万円
　　　　  （収支率 100.7%）　　　　　　　  （支出額 97.9%）

■給水戸数 12,617 戸
■給水量     　306 万㎥
■主な建設改良事業
　・配水管布設工事　　  2,210 万円
　・配水管布設替工事　1億 854 万円　

収益的収支（営業経費）

【収入】　　　　　　　　　　　　 【支出】
予 算 額　　  9,844 万円　　　　予 算 額　5億 5,279 万円
収入済額　1億 1,711 万円　　　　支出済額　4億 9,533 万円
　　　　　（収支率 119.0%）　　　　　　　 （支出額 89.6%）

資本的収支（建設経費）

上水道事業の概況

一 般 会 計　　309 億 3,315 万円
特 別 会 計 　  160 億 7,327 万円
公営企業会計　　  41 億 9,604 万円

合　　　　計　   512 億    247 万円
　 　（市民1人当たり　107 万円）

0 50 100 150
億

地方交付税

国庫支出金

市税

市債

県支出金

地方消費税交付金

繰越金

諸収入

寄附金

その他

0 5 10 15 20 25
億

市民税

固定資産税

軽自動車税

市町村たばこ税

入湯税

          15 億 781 万円

              19 億 9,155 万円

1億 2,053 万円

3億 2,173 万円

   2,997 万円

　地方公共団体の会計年度は、
4月1日から3月31日までですが、
地方自治法により5月31日まで
収入、支出に関する事務整理期
間 ( 出納整理期間といいます。）
が設けられています。企業会計
である上水道事業会計について
は、出納整理期間はありません。
一般会計の国庫支出金や県支出
金の収入率が低めとなっていま
すが、出納整理期間に収入する
見込みのため問題ありません。
また、市債の収入率は 3.1% で
すが、これは、償還に係る利子
の支払い額を少しでも低くする
ため、出納整理期間に借りるた
めです。
　なお、決算については、広報
ゆざわ12月号で公表する予定です。

020406080100
億

民生費
総務費
土木費
公債費
衛生費
教育費
消防費
商工費
農林水産業費
諸支出金
その他

■予算現額
■収入済額

■予算現額
■支出済額

予算に対する収入
の状況をグラフに
すると

予算に対する支出
の状況をグラフに
すると

区　分
民生費
総務費
土木費
公債費
衛生費
教育費
消防費
商工費

農林水産業費
諸支出金
その他

予算現額    
88億 2,921万円
39億 2,755万円
37億 1,033万円
36億 343万円
30億 5,836万円
28億 3,633万円
11億 3,621万円
11億 835万円
10億 9,645万円
9億 8,891万円
4億 9,171万円

支出済額    
76億 4,956万円
33億 213万円
30億 5,494万円
35億 9,724万円
16億 1,618万円
21億 9,938万円
10億 9,725万円
10億 6,893万円
10億 3,032万円
3億 3,357万円
4億 116万円

支出率 
86.6%
84.1%
82.3%
99.8%
52.8%
77.5%
96.6%
96.4%
94.0%
33.7%
81.6%

区　分
地方交付税
国庫支出金
市  税
市  債
県支出金

地方消費税交付金
繰越金
諸収入
寄附金
その他

予算現額    
124億 4,720万円
46億 2,983万円
39億 2,919万円
33億 5,847万円
24億 282万円
9億 7,233万円
8億 2,877万円
8億 2,814万円
2億 9,305万円
10億 9,704万円

収入済額    
124億 4,720万円
41億 1,594万円
39億 7,159万円
1億 440万円

14億 1,899万円
9億 7,233万円
8億 2,877万円
7億 8,557万円
2億 5,109万円
8億 3,483万円

収入率 
100.0%
88.9%
101.1%
3.1%
59.1%
100.0%
100.0%
94.9%
85.7%
76.1%

旭
日
双
光
章
【
地
方
自
治
功
労
】小場　洋一  さん

お   ば　  　よういち
（73）

　
平
成
三
年
か
ら
二
十
一
年
ま
で
市
議
会

議
員
と
し
て
副
議
長
、
総
務
財
政
常
任
委

員
長
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
地
方
自
治
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　「
支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ま
を
代
表
し
て

頂
い
た
も
の
で
、
支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ま

と
家
族
に
感
謝
し
ま
す
」

瑞
宝
単
光
章
【
消
防
功
労
】

新田　庄一郎 さん
に っ た　  しょういちろう

（82）

　
昭
和
二
十
七
年
に
旧
湯
沢
市
消
防
団
に

入
団
し
、
副
分
団
長
、
分
団
長
を
歴
任
。

長
年
に
わ
た
り
強
い
使
命
感
を
持
ち
、
消

防
技
術
の
習
得
と
練
磨
に
励
む
と
と
も
に

団
員
の
指
導
育
成
に
も
尽
力
す
る
な
ど
消

防
団
活
動
に
多
大
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

澁谷　顯一 さん
し ぶ や　　 けんいち

瑞
宝
単
光
章
【
消
防
功
労
】

（74）

　
昭
和
四
十
一
年
に
旧
湯
沢
市
消
防
団
に

入
団
し
、
副
分
団
長
、
分
団
長
を
歴
任
。

長
年
に
わ
た
り
高
い
防
災
意
識
を
持
ち
団

員
へ
の
防
災
教
育
や
地
域
の
予
防
活
動
に

尽
力
す
る
な
ど
消
防
団
活
動
に
多
大
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

由利　長一 さん
ゆ　 り　　ちょういち

（72）

瑞
宝
単
光
章
【
消
防
功
労
】

　
昭
和
四
十
年
に
旧
雄
勝
町
消
防
団
に
入

団
し
、
副
分
団
長
、
分
団
長
、
副
団
長
を

歴
任
。
長
年
に
わ
た
り
強
い
責
任
感
を
持

ち
優
秀
な
指
導
力
を
発
揮
し
、
防
災
思
想

の
普
及
や
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
す
る

な
ど
消
防
団
活
動
に
多
大
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

佐藤　実 さん
 さ とう　  みのる

（60）

黄
綬
褒
章
【
業
務
奨
励
】

　
昭
和
五
十
年
か
ら
稲
庭
郵
便
局
、
平
成

五
年
か
ら
稲
川
郵
便
局
の
郵
便
集
配
受
託

者
を
長
年
に
わ
た
り
務
め
ま
し
た
。

　「
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
こ
の
仕
事
を
続

け
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
身
に
余

る
光
栄
で
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」

瑞
宝
単
光
章
【
児
童
福
祉
功
労
】

はたやま　　 え   み   こ

畑山　恵美子 さん（71）

公共施設などを造るためのもので、施設を使う次の
世代にも公平に費用を負担してもらうための借入金
の未返済額です

今年の「春の叙勲」と「褒章」を受章された皆さんをご紹介します。今年の「春の叙勲」と「褒章」を受章された皆さんをご紹介し

功労・功績をたたえて

　
昭
和
四
十
年
か
ら
三
十
二
年
の
長
き
に

わ
た
り
保
育
士
と
し
て
、
保
育
現
場
で
子

供
た
ち
の
健
全
育
成
と
保
育
環
境
の
充
実

に
尽
力
す
る
な
ど
児
童
福
祉
の
向
上
に
多

大
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　「
身
に
余
る
光
栄
で
、皆
さ
ま
の
ご
指
導
、

ご
支
援
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
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空き家バンクへの登録をお願いします空き家バンクへの登録をお願いします
～「売りたい・貸したい」　　 「買いたい・借りたい」をつなげます～

　

市
内
で
は
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
建
物

火
災
が
既
に
五
件
発
生
し
て
い
ま
す
。（
五

月
二
十
三
日
現
在
）

　

住
宅
火
災
で
は
、「
逃
げ
遅
れ
」
が
原

因
で
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
く
、

中
で
も
就
寝
中
に
犠
牲
に
な
る
危
険
性
が

非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
に
よ
る
死
傷
者
根
絶
と
住
宅
火
災

の
被
害
軽
減
の
た
め
に
も
「
住
宅
用
火
災

警
報
器
」
の
設
置
は
大
変
重
要
で
す
。
ま

だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
家
庭
が
あ
り
ま
し

た
ら
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

湯
沢
雄
勝
地
域
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
お
よ
び
維
持
基
準
に
つ
い
て
は
、

政
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
湯
沢
雄

勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
火
災
予
防
条
例
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

条
例
で
は
、煙
の
感
知
で
知
ら
せ
る「
煙

式
」
の
設
置
を
義
務
付
け
て
お
り
、
設
置

場
所
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

①
全
て
の
寝
室（
子
ど
も
部
屋
な
ど
で
も
、

　

人
が
寝
る
部
屋
は
全
て
）

②
寝
室
が
2
階
以
上
に
も
あ
る
場
合
は
、

　

そ
こ
に
至
る
階
段
の
上
部
に
設
置

※

設
置
な
ど
不
明
な
点
は
、
下
記
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
設
置
後
、
十
年
近
く
経
過
し
た

警
報
器
は
、
一
度
動
作
点
検
を
お
願
い
し

ま
す
。

平
成
十
六
年
六
月
の
消
防
法
改
正
に
よ

り
、
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

●住宅用火災警報器を取り付ける部屋・・・取り付け例

※一例ですので詳しくは、お近くの
消防署・消防署分署へ問い合わせく
ださい。

◇問い合わせ
・湯沢雄勝広域市町村圏組合消防署
　（☎73‒3151）　　　　　　　
・稲川分署（☎42‒2330）
・雄勝分署（☎52‒3080）
・皆瀬分署（☎46-2101）

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

火
災
か
ら

身
を
守
る

た
め
に

火
災
か
ら

身
を
守
る

た
め
に

◆2階建て

　空き家バンクとは、利用可能な空き家を「売りたい・貸したい」と希望している所有者から、
「買いたい・借りたい」利用希望者へ提供するサービスです。
　バンクを利用することにより、市外から移住される人や市内に定住したい人に住まいを提供
し、人口減少を抑制するとともに、老朽化による倒壊などの危険を回避することにつながります。
　ぜひ空き家バンクへの登録をご検討ください。

※空き家バンク登録申請後に、所有者立会いの下、市と宅建協会が申請された空き家を調査し、バンクに登録でき
るか判断します。調査の結果によっては、登録できない場合もありますので、申請前にご相談ください。
　登録・利用申請書類は、市ホームページからダウンロードすることができるほか、ひびく・つながる創造課に備
え付けもしていますので、問い合わせください。

○問い合わせ
　ひびく・つながる創造課魅力創生班
　（☎55-8274、FAX73-2117）

○問い合わせ
　ひびく・つながる創造課魅力創生班
　（☎55-8274、FAX73-2117）

寝室
警
報

寝室
警
報

警
報

階段
居室

居室寝室
警
報

警
報

階段
居室居室

居室
階段

居室

居室

居室

寝室
警
報

寝室1階のみ 寝室2階のみ 寝室1階・2階

◆1階建て

居室
警
報

寝室 居室

天井取り付け式

壁取り付け式

住宅用火災警報器   

【空き家のイメージ】



　

昨
年
、
皆
瀬
地
域
県
境
付
近
か
ら
採
取

し
た
検
体
か
ら
放
射
性
物
質（
セ
シ
ウ
ム
）

が
検
出
さ
れ
ま
し
た
が
基
準
値
（
100
ベ
ク

レ
ル
）
以
下
で
し
た
。

　

し
か
し
、
本
市
に
対
す
る
自
生
山
菜

「
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
」
の
出
荷
自
粛
要
請
は

現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
引

き
続
き
次
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。
①

採
ら
な
い
②
食
べ
な
い
③
人
に
あ
げ
な
い

④
販
売
し
な
い
。

　

平
成
二
十
八
年
度
も
、
県
の
計
画
に
基

づ
き
、
自
生
山
菜
に
お
け
る
放
射
性
物
質

調
査
を
県
と
市
が
共
同
で
行
い
ま
す
。

　

検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
随
時
市
民
の

皆
さ
ん
へ
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
合
防
災
室

（
☎
55
8
2
5
0
）ま
た
は
県
農
業
経
済

課（
☎
0
1
8
―
8
6
0
―
1
7
6
3
）

へ

　

農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

毎
年
六
月
末
日
ま
で
に
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。
対
象
者
に
は
、
五
月
下
旬
に

農
業
者
年
金
基
金
よ
り
現
況
届
が
郵
送
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
提
出
が
遅
れ
る
と
年
金
支
給
が

差
し
止
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
提
出
期
限　

6
月
30
日
㈭

◯
提
出
先　

左
記
ま
た
は
各
総
合
支
所

◯
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局
農

地
農
務
班
（
☎
73
2
1
3
8
）
へ

　

平
成
二
十
八
年
度
所
得
証
明
（
二
十
七

年
中
の
所
得
に
関
す
る
証
明
）
に
つ
い
て

は
、
六
月
七
日
㈫
か
ら
発
行
し
ま
す
。

　

同
一
世
帯
以
外
の
人
が
代
理
で
申
請
す

る
場
合
は
委
任
状
の
添
付
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

本
人
に
な
り
す
ま
し
た
各
種
証
明
書
の

不
正
な
請
求
を
防
ぐ
た
め
、
申
請
の
際
は

窓
口
に
来
た
人
の
本
人
確
認
を
書
類
で
す

の
で
、
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
で
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
大
切
な
情
報
を
守
る

た
め
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
班
（
☎
73

2
1
1
8
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ど
な

た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

6
月
12
日
㈰
午
前
5
時
30
分

〜
7
時
30
分
（
帰
着
予
定
）

※
午
前
5
時
か
ら
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
前
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
雨
天
の
場

合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

市
民
大
学
の
受
講
生
に
限
ら
ず
、
ど
な

た
で
も
自
由
に
聴
講
で
き
ま
す
。

◯
と　

き　

6
月
15
日
㈬
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
第

1
集
会
室

◯
演　

題　
「
環
境
中
の
大
気
汚
染
物
質

に
つ
い
て
」

◯
講　

師　

県
健
康
環
境
セ
ン
タ
ー
職
員

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ど
な

た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

6
月
19
日
㈰
午
前
9
時
〜
午

後
3
時
（
帰
着
予
定
）

※
午
前
8
時
30
分
か
ら
湯
沢
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
で
受
け
付
け
し
、
現
地
へ

バ
ス
で
移
動
。

◯
コ
ー
ス　

稲
川
久
保
橋
↓
戸
波
↓
杉
沢

大
台
沼
↓
前
森
公
園
↓
湯
沢
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
約
15
㎞
）

◯
参
加
料　

五
百
円

◯
対　

象　

全
コ
ー
ス
を
完
歩
で
き
る
人

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◯
持
ち
物　

昼
食
・

　

飲
み
物
・
敷
物
・

　

雨
具
な
ど

◯
問
い
合
わ
せ　

湯

　

沢
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
73
1
1

 

3
2
）
へ

自
生
山
菜「
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
」

出
荷
自
粛
要
請

現
在
も
継
続
中

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2016.06.01
9

2016.06.01
8

農
業
者
年
金
受
給
者

「
現
況
届
」の
提
出
は

６
月
末
日
ま
で
に

所
得
証
明
の
発
行

市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

健
康
ウ
ォ
ー
ク

〜
御
嶽
山
コ
ー
ス
〜

第
18
回

湯
沢
の
街
の
健
康
歩
こ
う
会

　

初
心
者
向
け
の
コ
ー
ス
で
す
。

◯
と　

き　

6
月
25
日
㈯

◯
参
加
料　

五
百
円

◯
対　

象　

市
内
在
住
の
人

◯
定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

※
申
込
用
紙
は
市
内
各
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

6
月
6
日

㈪
か
ら
9
日
㈭
ま
で
、
稲
川
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
☎
42
5
8
1
6
）
ま
た
は

最
寄
り
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

　

奨
学
生
の
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。
奨

学
生
に
決
定
さ
れ
た
人
に
は
、
左
記
の
月

額
を
四
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
貸
し
付
け
し

ま
す
。

◯
募
集
締
切　

6
月
24
日
㈮
ま
で

◯
貸
付
額　
（
無
利
子
）▼
高
等
学
校
等
＝

月
額
一
万
五
千
円
以
内
▼
高
等
専
門
学

校
＝
月
額
二
万
円
以
内
▼
大
学
等
＝
月

額
三
万
円
以
内

※
入
学
一
時
金
の
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
細
は
左
記
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務

課
総
務
班
（
☎
73
2
1
6
1
）
へ

　
「
ま
め
で
長
生
き
」
を
目
的
と
し
た
運

動
・
口
腔
・
認
知
の
機
能
向
上
に
関
す
る

体
操
な
ど
を
行
い
ま
す
。
誰
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
る
介
護
予
防
の
集
い
で
す
。

◯
と　

き　

7
月
か
ら
3
月
ま
で
の
毎
月

第
1
・
第
3
木
曜
日
／
午
後
1
時
30
分

〜
3
時

◯
と
こ
ろ　

稲
川
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◯
参
加
料　

無
料

◯
持
ち
物　

内
ズ
ッ
ク
・
タ
オ
ル
・
飲
み

物
◯
問
い
合
わ
せ　

長
寿
福
祉
課
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
78
2
3
1
1
）
へ

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
使
用
す
る
ス

ト
ー
ブ
や
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
の
暖
房
器
具
を

購
入
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◯
補
助
金
額　

購
入
金
額
（
設
置
工
事
費
、

付
属
品
を
含
む
）
の
2
分
の
1
（
上
限

十
万
円
）

◯
補
助
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
自

ら
居
住
す
る
住
宅
な
ど
に
設
置
す
る
人
、

ま
た
は
市
内
に
事
務
所
な
ど
を
有
し
、

当
該
事
務
所
な
ど
に
設
置
す
る
事
業
者

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

6
月
10
日

㈮
か
ら
、
企
画
課
企
画
政
策
班
（
☎
73

2
1
1
3
）
へ

　
「
佐
竹
南
家
御
日
記
」
は
、
約
二
百
年

に
わ
た
り
書
き
継
が
れ
た
佐
竹
南
家
の
公

用
日
記
で
、
当
時
の
暮
ら
し
や
気
象
な
ど

社
会
事
情
が
詳
細
に
記
さ
れ
た
貴
重
な
近

世
史
料
で
す
。

　

第
十
一
巻
の
発
刊
に
合
わ
せ
、
そ
の
見

ど
こ
ろ
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◯
と　

き　

6
月
30
日
㈭
ま
で
／
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
郡
会
議
事
堂
記
念
館

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

◯
と　

き　

6
月
21
日
㈫
午
前
8
時
30
分     

〜
午
後
4
時
30
分
（
小
雨
決
行
）

◯
参
加
料　

三
百
円

◯
持
ち
物　

昼
食
・
飲
み
物
・
雨
具

◯
定　

員　

30
人
（
市
内
在
住
の
人
）

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

6
月
6
日

㈪
か
ら
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎

73
1
1
3
2
）
へ

【
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
習

（
エ
ク
セ
ル
2
0
1
3
）】

・
と　

き　

7
月
7
日
㈭
・
8
日
㈮
／
午

前
9
時
〜
午
後
4
時

・
定　

員　

10
人

【
第
二
種
電
気
工
事
士

技
能
試
験（
上
期
）準
備
講
習

（
公
表
問
題
の
練
習
）】

・
と　

き　

7
月
6
日
㈬
〜
8
日
㈮
／
午

前
9
時
〜
午
後
5
時

・
定　

員　

20
人

【
建
築
塗
装
技
能
検
定実

技
直
前
対
策
講
習
】

・
と　

き　

7
月
（
試
験
日
10
日
前
頃
予

定
）
／
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

・
定　

員　

10
人

【
簿
記
Ⅱ（
補
助
簿
の
作
成
と
決
算
処
理
）】

・
と　

き　

7
月
28
日
㈭
・
29
日
㈮
／
午

前
9
時
〜
午
後
4
時

・
定　

員　

10
人

◯
と
こ
ろ　

大
曲
技
術
専
門
校

◯
対　

象　

現
在
勤
め
て
い
る
人

◯
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

大
曲
技

術
専
門
校
民
間
訓
練
支
援
室
（
☎

0
1
8
7
62
6
3
2
1
）
へ

「
ふ
る
さ
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

in 

雄お

長ち
ょ
う

子し

内な
い

岳だ
け

」

参
加
者
募
集

稲
川・皆
瀬
地
域

「
ま
め
で
に
っ
こ
り
会
」

参
加
者
募
集
!

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
の

暖
房
器
具
へ
補
助

自
然
観
察
会 

ｉｎ 

栗
駒
山

〜
お
花
畑
コ
ー
ス
散
策
〜

「
佐
竹
南
家
御
日
記
」

第
十
一
巻
発
刊
記
念

『
御
日
記
』展

湯
沢
市
奨
学
生
追
加
募
集

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

県
か
ら
の
お
知
ら
せ



　

自
動
車
税
は
、
四
月
一
日
現
在
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
最
寄
り
の
金
融
機

関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
納
期
限　

6
月
30
日
㈭

◯
問
い
合
わ
せ　

総
合
県
税
事
務
所
収
納

管
理
課
（
☎
0
1
8
―
8
6
0
―
3
3

 

3
1
）
へ

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◯
受
験
資
格　

高
卒
見
込
み
の
人
お
よ
び

高
卒
後
三
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人
お

よ
び
人
事
院
が
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

認
め
た
人

◯
受
験
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

し
込
み
と
な
り
ま
す

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
め
な
い
場

合
は
、
受
付
期
間
前
に
左
記
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

◯
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間　

6
月
20

日
㈪
〜
29
日
㈬

◯
第
1
次
試
験
日　

9
月
4
日
㈰

※
詳
細
は
左
記
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二

課
（
☎
0
2
2
―
2
6
3
―
1
1
1
1

内
線
3
2
3
6
）
ま
た
は
人
事
院
東
北

事
務
局
（
☎
0
2
2
―
2
2
1
―
2
0

 

2
2
）
へ

◯
と　

き　

6
月
21
日
㈫
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

◯
参
加
料　

無
料

◯
対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い

ず
れ
か
を
所
有
し
、
自
宅
で
生
活
し
て

い
る
人

◯
種　

目　

ボ
ッ
チ
ャ
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク

◯
申
込
期
限　

6
月
14
日
㈫
ま
で
、
所
定

の
申
込
用
紙
に
よ
り
左
記
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い

※
申
込
用
紙
は
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
福
祉
課
障
が
い
福

祉
班
、
湯
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
も
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
☎
0
1
8
―

8
6
4
―
2
7
5
0
、
℻
同
8
7
4
―

9
4
6
7
）
へ

【
発
達
障
害
児
・
者
巡
回
相
談
】

　

発
達
障
害
に
関
し
て
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◯
と　

き　

6
月
16
日
㈭
午
後
1
時
30
分

〜
午
後
5
時

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室

23
・
24

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

6
月
9
日

㈭
ま
で
、
秋
田
県
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
ふ
き
の
と
う
秋
田
（
☎
0
1
8

―
8
2
6
―
8
0
3
0
）
へ

【
出
前
相
談
会
】

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
の
悩
み

ご
と
、
困
り
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

◯
と　

き　

6
月
16
日
㈭
午
後
1
時
30
分

〜
午
後
5
時

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
3
階
会
議
室

33
◯
相
談
内
容　

各
種
制
度
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
・
利
用
に
関
す
る
こ
と
、
地

域
生
活
や
介
護
に
関
す
る
こ
と
な
ど

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝

包
括
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
相
談

支
援
部
会
事
務
局
（
や
ま
ば
と
園
内
☎

42
2
1
4
1
）
ま
た
は
市
福
祉
課
障
が

い
福
祉
班
（
☎
55
8
0
7
5
）
へ

◯
と　

き　

6
月
5
日
㈰
午
前
10
時
〜
正

午
◯
と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
交
流
館
「
い
ん
な

い
」
院
内
駅
前
広
場

◯
出　

品　

農
特
産
物
、
山
菜
、
日
用
雑

貨
、
衣
料
品
な
ど

◯
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
お
が
ち

ふ
る
さ
と
学
校
」
事
務
局
（
☎
78
6
0

 

2
7
）
へ

◯
と　

き　

6
月
5
日
㈰
午
前
6
時
30
分

／
小
雨
決
行

◯
と
こ
ろ　

秋
の
宮
温
泉
郷
朝
市
広
場

（
秋
の
宮
山
荘
下
）

◯
参
加
料　

五
百
円
（
保
険
、
記
念
品
、

資
料
代
）

◯
問
い
合
わ
せ　

自

　

然
公
園
指
導
員
酒

　

樹
（
☎
0
8
0
―

 

5
2
2
0
―
4
9

 

5
8
）
へ

自
動
車
税
は

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

ふ
き
の
と
う
秋
田
と

相
談
支
援
部
会

コ
ラ
ボ
相
談
会

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

虎
毛
山
山
開
き

安
全
祈
願
祭

◯
と　

き　

6
月
14
日
㈫
午
前
8
時
45
分

〜
午
後
4
時

◯
行
き
先　

長
谷
寺（
赤
田
の
大
仏
）、 

本

荘
城
址
、
蚶
満
寺
、
諏
訪
神
社
（
大
銀

杏
）
ほ
か

◯
参
加
料　

二
千
円
（
資
料
、
保
険
料
、

拝
観
料
含
む
）
昼
食
は
各
自

◯
定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み　

6
月
4
日
㈯
午
前
9
時
か

ら
午
後
3
時
30
分
ま
で
、
市
役
所
本
庁

舎
1
階
市
民
ロ
ビ
ー
で
受
け
付
け
／
6

月
5
日
㈰
か
ら
7
日
㈫
ま
で
は
左
記
へ

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
観
光
ガ
イ
ド
の
会

小
嶋
（
☎
0
9
0
―
7
0
7
8
―
0
0

 

0
9
）
へ

　

今
秋
解
体
が
予
定
さ
れ
て
い
る
旧
雄
勝

町
役
場
を
考
え
ま
す
。

【
講
師
】

・
松ま
つ

隈く
ま

洋ひ
ろ
し

（
京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
）

・
崎さ
き

山や
ま

俊と
し

雄お

（
東
北
学
院
大
学
准
教
授
）

・
安や
す

原は
ら

盛も
り

彦ひ
こ

（
元
秋
田
県
立
大
学
教
授
）

・
白し

ら

井い

原げ
ん

太た

（
白
井
晟
一
建
築
研
究
所
）

・
兼か

ね

松ま
つ

紘こ
う

一い
ち

郎ろ
う（
日
本
建
築
家
協
会
元
本

部
理
事
）

◯
と　

き　

6
月
11
日
㈯
午
後
3
時
〜
6

時
◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
1
階
市
民
ロ

ビ
ー

◯
問
い
合
わ
せ　

日
本
建
築
家
協
会
東
北

支
部
木
曽
（
☎
72
1
7
9
0
）
へ

　

七
月
一
日
か
ら
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

◯
基
本
料
金

・
し
尿　

十
円
／
ℓ
（
稲
川
、
皆
瀬
地
域

は
合
計
額
に
百
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
）

・
浄
化
槽
汚
泥　

十
二
円
／
ℓ

※
消
費
税
は
別
途
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
清
掃
会
代
表
平

元
（
☎
73
2
5
0
7
）
へ

◯
と　

き　

6
月
3
日
㈮
〜
5
日
㈰
／
午

前
9
時
〜
午
後
5
時（
最
終
日
は
4
時
）

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
樹
石
会
事
務
局
菅

（
☎
0
9
0
―
1
0
6

 

8
―
7
9
4
3
）
へ

平
成
28
年
度

　

湯
沢
雄
勝
地
区

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

国
家
公
務
員

「
税
務
職
員
採
用
試
験
」

（
高
校
卒
業
程
度
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
民
バ
ス
ツ
ア
ー

〜
由
利
本
荘
の

歴
史
探
訪
〜

し
尿
汲
み
取
り
料
金
改
定

春
季
盆
栽
展

白
井
晟
一
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

観光・ジオパーク推進課観光物産班（☎55-8180）へ

　市では、所得の少ない高齢者のかたを支援す
るために給付金を支給しています。
　対象になるかたで、まだ申請されていない場
合は、早めに手続きをお願いします。　　　　
○と　き　6月30日㈭まで（土日は除く）
　　　　　午前8時30分～午後5時15分
○ところ　市役所本庁舎1階市民ロビー
○対象者　平成27年度臨時福祉給付金対象者の

うち、平成28年度中に65歳以上（昭
和27年4月1日以前に生まれたか
た）となるかた

○支給額　1人につき3万円
○問い合わせ　福祉課地域福祉班（☎79‒5686）

高齢者向け給付金の
申請はお済みですか ?

臨時福祉給付金を装った
 「振り込め詐欺」 や
   「個人情報の搾取」 に
　　　　ご注意ください

臨時福祉給付金を装った
 「振り込め詐欺」 や
   「個人情報の搾取」 に
　　　　ご注意ください

2016.06.01
11

2016.06.01
10



101,480

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

４月分

合　　　計 19

1 10,000弔 慰 金 等

1 5,000協　賛　金

3,4801祝金及び寸志

1 10,000見　舞　金

香典

入院見舞金

湯沢釣友会主催釣大会

0 0接　　　遇

15 73,000会　　　費

市長日誌（４月）

交際費報告

1日（金）

愛宕公園愛護会春の大清掃後の懇親会
寸志（清酒2升）

パルシステム・秋田南部圏食と農推進
協議会第11回通常総会交流会ほか

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。

湯沢雄勝広域市町村圏組合辞令交付・永年勤続表彰、
辞令・委嘱状交付

22日（金） 第166回秋田県市長会定例会（鹿角市）
25日（月） 湯沢市農業総合指導センター運営委員会、前森公園愛

護会平成28年度懇親会
26日（火） 市議会全員協議会、定例記者会見、第2回湯沢市空家

等対策協議会、稲川地区民生児童委員協議会定例総会
懇親会

27日（水） サンサンプラザ・湯沢市ボランティアセンター・「やすん
でたんせ」コーナーオープニングセレモニー、ねんりん
ピック秋田2017湯沢市実行委員会設立総会・第1回総会

28日（木） ゆざわ小町商工会女性部通常総会、第2回湯沢市チャ
レンジデー実行委員会

4日（月） パルシステム・秋田南部圏食と農推進協議会第11回通
常総会（横手市）

5日（火） 雄物川上流四堰改修促進協議会要望会
6日（水） 川連小学校入学式、春の火災予防運動における防火座

談会、稲川中学校入学式
7日（木） 湯沢東小学校入学式
8日（金） 湯沢西小学校入学式
9日（土） ゆざわジオパークガイドの会総会
10日（日） 湯沢西地区春の一斉クリーンアップ、愛宕公園愛護会

春の大清掃後の懇親会
11日（月） 第1回湯沢市空家等対策協議会、湯沢市地域自治組織

支援職員任命書交付式
12日（火） 雄物川上流四堰改修促進協議会要望会（宮城県仙台市、

東京都）
13日（水） 雄物川上流四堰改修促進協議会要望会（東京都）
14日（木） 国道398号冬期閉鎖の早期解除に関する要望会（宮城

県栗原市）
15日（金） 社会福祉法人いなかわ福祉会　スマイルケアみつなし

竣工式、湯沢市農業再生協議会通常総会、湯沢市ジオ
パーク推進協議会総会

16日（土） 一般社団法人湯沢市観光物産協会第1回会員研修会・
観桜会

17日（日） 国道13号クリーンアップ開始式、秋田市新庁舎完成記
念式典（秋田市）

20日（水） 秋田県ジオパーク連絡協議会通常総会（男鹿市）、こ
まち会総会

21日（木） 成瀬ダム工事事務所庁舎着工式（東成瀬村）、雄物川
上流四堰改修促進協議会通常総会

副市長の「びゃっこ聞いでけれ」市長の「びゃっこ聞いでけれ」
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　熊本地震発災から1月以上が経過しました。お亡くなりになられたかたがたのご冥福をお祈
りするとともに、被災された皆さまがたに心からお見舞い申し上げます。初夏の陽気にもかか
わらず、避難生活で不安な日々を送られている皆さまのことを思うと胸が痛むばかりです。
　湯沢市は自然災害が少ないと言われています。しかし、地震大国日本にあって 「自分たちは
大丈夫」 と予断することもできませんし、近年多発するゲリラ豪雨や豪雪等を考えれば、我々は災害の脅威と隣
り合わせだと考えるべきだと思います。
　湯沢市赴任前の2年間、私は政府の危機管理の統括部門で働いていました。その間、広島県の土砂災害（平成26
年8月）や長野県御嶽山の噴火（同年9月）等、甚大な被害をもたらした大災害にも対処しました。初報段階では被
害全容の見当もつかず、時間差で状況が判明して愕

がく

然としたこともしばしばでした。そうした経験の中で、災害
に向き合う心構えとして、私は2つの教訓を得た気がします。
　1つは、「緊張感は自ら創出するもの」 との意識です。我々は日常的な出来事には無意識に反応できますが、こ
うした条件反射ができるほど、一人一人が災害慣れしているわけではありません。また、人間には 「正常化バイ
アス」 という心理的メカニズム、すなわち 「精神的負担を減らすために、不都合な事実や危険を過小評価してし
まう傾向」 が備わっているといいます。その自覚を持ち、意識的に自らのスイッチを入れてはじめて災害に向き
合う心の準備ができます。
　もう1つは、「空振りを恐れない」という姿勢です。自然の力は時として我々の想像をはるかに上回ります。以前、
避難勧告について 「結果的に被害がなかった場合に住民から批判を受けることを恐れ、発令を躊

ちゅう

躇
ちょ

する自治体が
多い」 という議論がありましたが、自治体の災害対応と地域住民の防災意識には深い関係があります。危険の兆
候が見えた際に、まず最悪を想定し、事後的に 「たいしたことがなくてよかった」 と思える地域の土壌、住民の
理解が重要です。
　後悔先に立たず、と言いますが、「あのときこうしていれば…」 と思い続けるほど辛いことはありません。美しく、
胸躍る季節の今だからこそ、日常の幸せが続くように、災害への意識を高めてほしいと思います。

湯沢市副市長　藤井 延之
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◎応募期間　6月1日㈬～30日㈭ 必着
◎応募規定　（1）一人1点
　　　　　　（2）自作で未発表のもの
　　　　　　（3）15文字以内で、種苗交換会にふ
　　　　　　　　　さわしく、湯沢市の特色が表れ
　　　　　　　　　ているもの
◎応募方法　応募用紙（任意でも可）に、キャッチ
　　　　　　フレーズ、作品の解説、住所、氏名、
　　　　　　年齢、職業、電話番号を記入し、下記
　　　　　　へ持参するか郵送、ファクス、電子
　　　　　　メールで応募してください
※応募用紙は、市ホームページからダウンロードでき
るほか、市役所本庁舎または各総合支所にあります。
◎審査発表　7月上旬に採用作品1点を決定し、市
　　　　　　ホームページで発表します
◎表　　彰　採用作品１点に賞状と副賞を贈呈します
◎問い合わせ　第139回秋田県種苗交換会
　　　　　　湯沢市協賛会事務局
　　　　　　〒012‒8501　湯沢市佐竹町1番1号
　　　　　　☎0183‒72‒2315　FAX 0183‒72‒2316
　　　　　　　shubyo@c i t y . yuzawa . l g . j p

▲100歳の誕生日を迎え、祝い状を受ける佐藤さん

佐藤　伊勢　
いせさとう

さん （照隅苑）

おめでとうございます　100歳長寿

　大正5年5月3日生まれで、100歳の誕生日を
迎えた佐藤さんが入所している介護老人保健施設
照隅苑を藤井副市長が訪問し、祝い状とお祝い金
を手渡しました。
　佐藤さんは、毎日決まった時間に起床し規則正
しい生活を送っていて、耳は遠くなりましたが受
け答えはしっかりしており、家族や施設の職員か
ら「これからも元気に長生きしてください」と声
を掛けられると、笑顔を見せていました。

第139回秋田県種苗交換会

◎応募期 ㈬ ㈭ 必着

『キャッチフレーズ』募集『キャッチフレーズ』募集

　平成28年6月分以降の児童手当を引き続き受給するには、6月中に児童手当現況届の提出が必
要です。
　対象者には現況届を郵送していますので、忘れずに提出してください。現況届を提出しない場
合は児童手当の支払いが差し止めとなりますのでご注意ください。

◎次の場合は、15日以内に手続きが必要です。
　①初めてお子さんが生まれたとき
　②第２子以降の出生によりお子さんが増えた場合など、新たに受給資格が生じたとき
　③転入または転出したとき
　④公務員になったとき、公務員でなくなったとき

◯問い合わせ　
　子育て支援課児童家庭班（☎78‒0166）
　稲川総合支所市民サービス班（☎42‒2111）
　雄勝総合支所市民サービス班（☎52‒2111）
　皆瀬総合支所市民サービス班（☎46‒2111）

児童手当現況届の提出は６月中に
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ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
、
十
六
の
ジ
オ

サ
イ
ト
の
自
然
を
守
る
モ
ン
ス
タ
ー
（
ジ
オ

モ
ン
）
が
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ジ
オ
サ
イ
ト
駒
形
の
ジ
オ
モ
ン

「
カ
ジ
ュ
マ
イ
ン
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ジ
オ
モ
ン
た
ち
は
、
ジ
オ
パ―

ク
の
秘
密

を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
が
、
人
間
の
言

葉
を
話
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ジ
オ
モ
ン

た
ち
の
話
を
皆
さ
ん
に
伝
え
て
く
れ
る
の
が

ジ
オ
ガ
イ
ド
で
す
。

　

ジ
オ
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
ジ
オ
モ
ン
た
ち
の

秘
密
を
み
ん
な
で
探
し
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

ジ
オ
モ
ン
コ
ー
ナ
ー

第12回◎
ジ
オ
ガ
イ
ド
依
頼
先
　

　

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
の
会
（
☎
73

　

6
2
2
6
、　　yuzaw

ageoguide@

　

yutopia.or.jp

）
へ

懐かしい未来へ！

地方創生通信 湯沢市起業家誘致事業湯沢市起業家誘致事業
　ＵＩＪターンによる創業希望者や市内で新たな事業を始めたい皆さんを応援しています。

み
ん
な
で
目
指
そ
う
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
！

三
関
小
学
校
で
出
前
講
座
を
開
催

　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
で
は
、

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
を
知
っ
て
も
ら
い
、
活

用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
出
前

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
小
・
中
学
校
や

高
等
学
校
、各
種
団
体
を
対
象
に
、ジ
オ
パ
ー

ク
の
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　

市
の
取
り
組
み
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報

を
市
の
職
員
等
が
講
師
と
し
て
出
向
い
て
お

話
し
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
の
講
座
も
出
前
講

座
の
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
で
す
。

　

講
師
の
派
遣
は
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
の
自

主
的
な
活
動
や
地
域
づ
く
り
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
生
涯

　

学
習
推
進
本
部
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内

　

☎
73
2
1
6
3
）
へ

　

今
年
度
最
初
の
出
前
講
座
は
、
五
月
十
日

に
三
関
小
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。
受
講
生

は
六
年
生
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
何
ぞ
や
？
三
関
地
区
の

ジ
オ
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
一
通
り
説
明
し

た
後
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
が
ど

の
よ
う
に
し
て
で
き
た
の
か
、
実
際
に
再
現

す
る
実
験
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

三
関
地
区
の
山
際
に
は
、
山
か
ら
流
れ
て

き
た
土
砂
が
長
年
に
わ
た
っ
て
積
み
重
な
り

扇
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
場
所
が
い
く

つ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
形
の
こ
と

を
『
扇
状
地
』
と
言
い
ま
す
。　

　

当
日
は
、
扇
状
地
が
形
づ
く
ら
れ
る
過
程

で
場
所
に
よ
っ
て
土
砂
の
粒
の
大
き
さ
に
違

い
が
で
き
る
こ
と
や
、
扇
状
地
に
見
ら
れ
る

地
下
水
の
様
子
な
ど
を
日
用
品
を
使
っ
て
実

験
し
ま
し
た
。
地
学
の
話
と
な
る
と
少
し
難

し
く
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
児
童
た

ち
は
実
験
を
通
し
て
自
ら
体
験
す
る
こ
と
で
、

よ
り
身
近
に
感
じ
て
く
れ
た
よ
う
で
し
た
。

出
前
講
座
の
申
し
込
み
方
法

三
関
地
区
の
地
形
を
再
現

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク

　
　
推
進
協
議
会
出
前
講
座

▲熱心に観察する子どもたち

▲皆で協力して実験を成功させました

み
ん
な
で
実
験
し
て
納
得
！

●問い合わせ　まるごと売る課商工労政班　☎55‒8186

◆起業家セミナー
中心商店街にある貸スペースを活用した
『小町インキュベートカフェ』を開催

◆起業家へのアドバイス

◆起業家ＵＩＪターンセミナー
宮城県仙台市を会場に
『小町インキュベートカフェ』を開催

◆Ｗｅｂでの起業例を紹介

▼ ▼ネットワーク形成について
　起業・創業という同じ目的の皆さんが集まり情報交換・共有の手段として、ホームページやＳＮＳでの
情報発信も実施しています。ぜひご覧ください。

【ゆざわ起業家つーしん】
○Face book　https://www.facebook.com/makoto.yuzawa0201/
○ホームページ　http://makoto-yuzawa0201.blog.jp/

Face bookより



【各館紹介（湯沢図書館）】
　湯沢図書館は、明治36年に雄勝郡会議事堂内に郡立雄勝図書館とし
て付設され、今年で創立113年目を迎えます。
　江戸時代に郷校（時習書院）があった現在の場所に、昭和57年に新
築移転しています。約12万冊の図書や資料を所蔵し、市民のみならず、
雄勝郡内の皆さんの読書活動を推進しています。

渡辺　直樹／著

湯

雄
湯

雄

図書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

怪魚ハンター、世界をゆく

＜10秒00の壁＞を破れ!

バンブルアーディ

シナモンのおやすみ日記

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝湯沢図書館（☎733040）、
＝雄勝図書館（☎525387）、

湯

湯
雄

稲

雄
皆

ライオン１頭

ＮＨＫ出版

カニエ・ナハ

本城　雅人

西田　栄喜

湯

稲
雄

皆

新着図書案内
一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

6月の特集・イベント6月の特集・イベント6月の特集・イベント

月6
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ケイティ・コットン／文
スティーブン・ウォルトン／絵

木坂　涼・岩城　義人／訳

日陰をいかす美しい庭

用意された食卓

ミッドナイト・ジャーナル

小さい農業で稼ぐコツ  加工・直売・幸せ家族農業で30a1200万円

湯 雄

稲
と　き：6月18日㈯　午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど

と　き：6月25日㈯　午前10時30分
ところ：湯沢図書館　児童室

こうやま　のりお

高野　祐太

モーリス・センダック

小手鞠　るい

おはなしの会「ひまわり」による「おはなし会」

みんなの森おはなし会

おはなしの会「ひまわり」による「おはなし会」

みんなの森おはなし会

　最初に目に入るのは、写真と見間
違うほど精巧に描かれた、迫力ある
動物の姿です。ライオン１頭、ゴリ
ラ２頭、キリン３頭…。でも、もし
その数が、世界に残った最後の動物
の数だとしたらどうでしょう。自然
や環境について少し、考えてみませ
んか？

　神職の装束から軍服、警察、消
防、郵便、鉄道、ファストフード
の店員、学生服まで70職種の制服
を精密に再現したイラストで描き、
歴史的背景、機能等多角的な図説
をつけた制服資料の決定版‼ファ
ッション研究、職業ガイド、イラ
スト集などいろいろな楽しみ方が
できる１冊です。

日本の制服１５０年
イラストで見る制服のデザイン

と　き：6月4日㈯　午前10時
ところ：雄勝図書館　児童コーナー

と　き：6月19日㈰　午前10時
ところ：雄勝文化会館　視聴覚ホール

一般前半：「環境月間」
～環境にやさしい暮らしは読書から～

一　般　「詩歌と雨空」
児　童　「たべものとけんこう」

～チャンスを分かち、未来を拓こう～
一般後半：「男女共同参画週間」

児　　童：「明日、はれるかな？」

おはなし会

お楽しみおはなし会

一般前半：「環境月間」
～環境にやさしい暮らしは読書から～

一　般　「詩歌と雨空」
児　童　「たべものとけんこう」

～チャンスを分かち、未来を拓こう～
一般後半：「男女共同参画週間」

児　　童：「明日、はれるかな？」

おはなし会

お楽しみおはなし会

　10月2日㈰、秋田25市町村対抗の駅伝が大館市で開催され
ます。湯沢市代表選手は、市内在住者または出身者、および市
内に勤務、ならびに在学している人が対象となります。
　また、自薦他薦は問いません。多くの候補選手の情報をお寄
せください。お待ちしています!

Yuzawa's  Sports  Information

YU SPO
湯沢のスポーツ

ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→暮らしのガ
イド→スポーツ」

湯沢のスポーツ情報
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と　き　7月6日㈬、13日㈬、20日
㈬、8月24日㈬、31日㈬、
9月7日㈬、9日㈮／午後1
時30分～3時（全7回）

ところ　Ｂ＆Ｇ海洋センター
対　象　市内在住の20歳以上の人
定　員　30人（定員次第締め切り）
参加料　1回につき400円
申し込み　開催日まで、総合体育館

（☎72-6500）へ

と　　き　6月26日㈰ 午前8時28分スタート
と こ ろ　羽後カントリークラブ
対　　象　市内在住または勤務している人

○参 加 料　3,000円／プレー費ビジター5,400円
○申込期限　6月18日㈯
○問い合わせ　クラシックゴルフ高橋（☎090-3647-4116）へ
　　　　　　　パークサイド沓澤（☎72-4655）へ

参加資格　1.5㎞を15分以内、3㎞を20分
以内、5㎞を45分以内、10㎞
を75分以内に完走できる小学4
年生以上の人

種　　目　①1.5㎞（小学4～6年男女）②3
㎞（中学女子）③5㎞（中学男子・
一般）④10㎞（一般）

参 加 料　小・中学生＝1,000円、
　　　　　　高校生・一般＝3,000円
申し込み

【開催要項で申し込みする場合】
　6月17日㈮まで、最寄りの郵便局で送金い
ただくか大会事務局へ

※申込書は 、各生涯学習センターや総合体
育館などに備え付けています。
【インターネットでの申し込みする場合】
　6月24日㈮まで
　エントリーページ 「ＲＵＮＴＥＳ」
　http://runnet.jp/

問い合わせ
　大会事務局（生涯学習課スポーツ振興班）へ

第3回秋田25市町村対抗駅伝
　　『ふるさとあきたラン!』の
　　　　　　　　選手選考について

水中ウオーキング教室

第12回湯沢市民総体湯沢市民ゴルフ大会

と　　き　6月26日㈰
と こ ろ　総合体育館
○参加資格　湯沢市在住の20歳以上の女性（年度内に20歳を

迎える人を含む）
【郡市大会へ参加を希望するチームの場合】
　1チーム2人まで湯沢市雄勝郡に嫁いだ人を登録可能とします
【郡市大会へ参加を希望しないチームの場合】
　1チーム2人までふるさと選手を登録可能とします
※ふるさと選手とは、⑴湯沢市出身の人⑵市外出身者で湯沢市
に在住や勤務している人または過去に在住や勤務していた人
○参 加 料　1チーム2，000円
○申込期限　6月15日㈬
※後日、監督会議と組み合わせ抽選会を行いますので、代表者
1人は出席してください。
○問い合わせ　生涯学習課スポーツ振興班

湯沢市8人制バレーボール大会

6月18日㈯からオープン
予定

【B&G海洋センター】

社会体育
  施設情報
社会体育
  施設情報

第34回
湯沢七夕健康マラソン大会
8月7日㈰午前9時スタート

第34回
湯沢七夕健康マラソン大会
8月7日㈰午前9時スタート

　半年間のプログラムで健康の維持・
増進を目指します!
と　き　6月14日から12月6日まで

の毎週火曜日（全24回）／午
後7時～9時

※10月25日、11月1日は開催しません。
ところ　総合体育館ほか
参加料　5,000円
申し込み　総合体育館（☎72-6500）

へ

生きがい健康教室



栗駒山山開き

夏山シーズンが到来!

▲残雪を踏みしめて登る登山客

　5月15日、もうすぐ到来する夏山シーズンに向けて、栗駒
山須川ビジターセンターで、登山者や観光客の安全を祈願す
る安全祈願祭と登山シーズンの幕開けを祝いテープカットが
行われました。
　標高1,626メートル、秋田・宮城・岩手の三県にまたがる
栗駒山。この日は天候に恵まれ、爽やかな初夏の日差しの下、
山開きを待ちわびていた多くの登山愛好者が残雪を踏みしめ
て、芽吹きだした草木や雄大な景色を眺めながら山頂を目指
しました。

交流拠点施設「サンサンプラザ」

憩いの場として活用してほしい

▲オープニングセレモニーでテープカットを行いました

▲緊張した面持ちで高橋会長から委嘱状を受け取っていました

認知度向上と誘客推進に向けて
タイの俳優タナコーン・ポセーヤノンさん来湯

▲稲庭うどんを慎重に延ばしているポセーヤノンさん

観光ＰＲに一役
第49代小町娘委嘱状交付式

　4月30日、第49代となる小町娘の委嘱状交付式が横堀
交流センターで行われ、今年度の小町娘や関係者などが
出席しました。
　式では、湯沢市雄勝観光協会の高

たか

橋
はし

修
しゅう

一
いち

会長が 「湯
沢の観光振興のために、伝統ある第49代小町娘として頑
張ってほしい」 と激励しました。その後、一人一人に委
嘱状を手渡しました。
　委嘱された小町娘は 「貴重な体験。一年間、一生懸命
頑張りたいと思います」 「湯沢市の宣伝ができるように
頑張りたい」 とそれぞれ抱負を述べていました。

美人画を描く
絵どうろう講習会

　湯沢市絵どうろう保存会主催による絵どうろう講習会
が、5月14日から29日まで雄勝郡会議事堂記念館で行わ
れました。
　今年の受講生は36人（初心者は8人）。保存会の会員の
指導を受けながら、縦1.8メートル、横1.2メートルの和
紙に芸妓の美人画などを題材にして、下書き、墨入れ、色
付けと作業を進め、思い思いの美人画を描いていました。
　制作された絵どうろうは 「七夕絵どうろうまつり」 期
間中に、会場となる商店街に飾られ、まつりを盛り上げ
てくれます。▲一心に作品の制作に取り組む受講者
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　5月17日から20日までの4日間、タイの俳優タナコー
ン・ポセーヤノンさんら12人が秋田県を訪問しました。
　これは、タイでの認知度向上と誘客推進の一環として、
県が招待したものです。
　17日は湯沢市で、酒蔵見学やうどん作りを体験し、小
安峡・川原毛地獄にも足を運びました。
　ポセーヤノンさんは 「日本酒の作り方は面白かった。
稲庭うどん作りは、いい経験になった」 と笑顔を見せて
いました。
　18日以降は県内を巡り、自然や観光施設などを堪能し
ていました。

　交流拠点施設「サンサンプラザ」のオープニングセレモニー
が4月27日に駅通り商店街で行われました。当日は関係者な
ど約80人が出席し、テープカットが行われたほか、餅が振る
舞われました。また、秋田県老人クラブ連合会女性委員長の
伊
い

藤
とう

八
や

重
え

子
こ

さんによる 「2本の手」 と題した講演も開催され、
参加者からは時折笑いが起こっていました。
　この施設には、2月にプレオープンした、ボランティアが
運営している喫茶コーナー 「やすんでたんせ」、湯沢市社会
福祉協議会のボランティアセンターが入っていて、ともに4
月1日から本格的に開始しています。

道の駅おがち「小町の郷」17周年祭

誕生17周年を祝う

▲お目当ての品物を買い求める人でにぎわっていました

　4月23・24日、道の駅おがちではオープン17周年を祝う誕
生祭が行われました。
　会場では、県南7つの道の駅が特産品を持ち寄って販売す
る 「じまんこ市場」 が開催されたほか、小町娘との撮影会や
お花の苗のプレゼントなども行われ、買い物に訪れた観光客
や家族連れでにぎわっていました。
　24日には、スコップ三味線を弾く 「ジャミセリオン」が登場。
晴天の下、音楽に合わせてスコップ三味線弾き、訪れた人を
楽しませていました。

じぇんこまき（小森山胸形神社）

無病息災、家内安全を願って

▲勢いよく「じぇんこ」をまいていました

　5月4日、弁天地区の小森山胸形神社で 「じぇんこまき」
が行われました。これは、無病息災、家内安全を願って厄年、
還暦、古希、米寿、新婚の人などが集まった人たちへ 「じぇ
んこ（小銭）」 をまくお祭りです。
　今年は、8人のかたがたがおはらいを受けた後、升に入れ
られた 「じぇんこ」 を勢いよくばらまきました。集まった人
たちは、袋を片手に歓声を上げながらまかれた 「じぇんこ」
を拾っていました。
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■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

田　　　中

百　目　木

大　　　谷

羽　　　竜

久　保　３

91

75

70

85

67

5. 5

5. 5

5. 6

5. 8

5. 9

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

下　旭　町

八　　　丁

山　　　岸

泉　　　沢

野　　　中

47

68

95

99

84

4.27

4.29

4.29

4.29

5. 2

　　　さくら

ゆうり

め　い

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

簗 瀬　　 桜ちゃん

柴 田　有 理ちゃん

髙 𣘺　芽 衣ちゃん

4.27

4.28

5. 8

宮　　　内

中　　　泊

赤　　　塚

裕之さん・智佳さん

直さん・木綿子さん

健太さん・佳織さん

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

源悦郎

ウ　メ

勝　一

柏原健一

良　已

5月15日届け出分まで

5月15日届け出分まで

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

羽　　　場

小　　　安

97

85

4.28

5. 6

誠

ミ　ツ

髙 橋 シヱノさん
兼 子　幸 雄さん

順　三

重　久

本　人

嘉　昭

都紀子

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

眞 田　望 愛ちゃん

太 田　　 葵ちゃん

高 根 陽茉梨ちゃん

兼 子 芙美香ちゃん

近 野　涼 真くん

脇 谷　隆 舞くん

山 本　彩 未ちゃん

大 友　千 明くん

の　あ

　　　あおい

ひまり　

ふみか　

りょうま

りゅうま

あやみ

ちあき

4.23

4.25

4.27

4.29

4.30

5. 1

5. 1

5. 4

勇樹さん・真理子さん

翔さん・麻美さん

正さん・芙実さん

卓巳さん・麻美さん

寿人さん・徳子さん

隆之さん・紗綾さん

淳さん・美智子さん

真さん・樹里さん

御囲地町第1

中 川 原 １

杉沢表第１

清水町第4の1

下　倉　内

大工町第１

清水町第１

西新町第２

4.28

4.28

4.30

4.30

5. 1

5. 4

5. 7

5. 8

5. 8

5.11

5.11

5.12

5.14

5.14

5.15

80

94

81

88

87

80

88

89

97

86

78

94

92

81

90

久　根　合

山 谷 第 ２

元清水第３

岡　　　田

上　　　地

下　関　下

平清水第１

西田町第１

御嶽町第１

新　　　処

平　和　町

横　　　山

内　　　町

平清水新町第2

深 堀 ２ 区

公　作

進

章　彥

俊　一

爲一郎

正　徳

忠　治

宏　二

矩　男

和　男

亮

本　人

俊　平

範　爾

武　男

髙 橋　幸 吉さん
大 友　　 性さん
土 田　愛 子さん
岩 村 勝四郎さん
田 島　キ ワさん
三 浦　德 也さん
加 藤　マ サさん
髙 崎　勇 吉さん
豊 澤　ヒ サさん
髙 𣘺　清 一さん
柿 﨑　清 二さん
松 田　タ カさん
佐 藤　ア ヤさん
髙 久　幸 子さん
菅　　 ア キさん

お　と

佐 藤　桜 音ちゃん 5. 3 中　　　央雄太さん・まどかさん

●皆瀬地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

ふうか

佐 藤　颯 香ちゃん 5. 5 板　　　戸永輝さん・由佳さん

古 関 喜久子さん
佐 藤 フサ子さん
小野寺 忠 一さん
村 上　信 雄さん
沓 澤　憲 一さん

髙 岡　瑞 晃さん
佐 藤　和 德さん
菅　　 ト ヨさん
菊 地 フチヱさん
髙 橋　秀 子さん

●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎558286）へ
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月月6
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１０

11

12

13
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16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

○ゆざわ新鮮楽市〔雄勝中央病院跡地〕午前6時～9時
○湯沢図書館休館日

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）
○雄勝図書館休館日

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後７時～９時
○ゆざわ新鮮楽市〔雄勝中央病院跡地〕午前6時～9時
○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／応急手当講習会
●一般開放〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○こあらちゃんタイム〔すこやか広場〕
　午前１０時～10時30分

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

○ゆざわ新鮮楽市〔雄勝中央病院跡地〕午前6時～9時

●第１２回湯沢市民総体湯沢市民ゴルフ大会〔羽後カントリークラブ〕
●ソサイチ（一の彩）CUP〔松ノ木グランド〕午前8時30分
●湯沢市家庭婦人８人制バレーボール大会〔総合体育館〕
○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔総合体育館〕午後１時３０分～３時３０分
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●第１４回県南ふれあいスポーツ大会〔総合体育大会〕
●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後７時～９時
○ゆざわ新鮮楽市〔雄勝中央病院跡地〕午前6時～9時
○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）

●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール〔中央公園〕午前１０時～１１時３０分

●郡市中学校総体バスケットボール大会〔～１９日、総合体育館〕

○じゃんけんキッズ親子遊び〔すこやか広場〕
　午前１０時３０分～１１時１０分

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール〔総合体育館〕午前１０時～１１時３０分

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

●全県高校総体ハンドボール大会〔～７日、総合体育館〕　
○ゆざわ新鮮楽市〔雄勝中央病院跡地〕午前6時～9時

○雄勝図書館休館日

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○ゆざわ新鮮楽市〔雄勝中央病院跡地〕午前6時～9時
○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ1歳以上児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・遊園地ごっこ
●一般開放〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

●全県クラブバスケットボール大会〔～12日、総合体育館〕
●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）
○ゆざわ新鮮楽市〔雄勝中央病院跡地〕午前6時～9時

○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔総合体育館〕午後１時３０分～３時３０分
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室開講式〔総合体育館〕午後７時～９時
○ゆざわ新鮮楽市〔雄勝中央病院跡地〕午前6時～9時
○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）

●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール〔総合体育館〕午前１０時～１１時３０分

○ゆざわ新鮮楽市〔雄勝中央病院跡地〕午前6時～9時
○湯沢図書館休館日
○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ0歳児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・遊園地ごっこ
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

6月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！

○毎月第4火曜日／10:00～12:00（要予約）
　　　　　　　    17:30～20:00（要予約）
※10月、3月は第3火曜日　
○問い合わせ　左記湯沢保健所健康・予防課へ

匿名！無料！エイズ検査しませんか？匿名！無料！エイズ検査しませんか？

湯沢保健所で無料・匿名のエイズ検査を受けてみませんか？
ＨＩＶ検査普及週間　６月１日～７日

種類実施時間実 施 場 所日にち

29日㈬

15日㈬ １５：００～１６：００

　９：４５～１１：４５

１３：３０～１６：００

㈱ く ら た 本 社 工 場

秋 田 県 湯 沢 警 察 署

国土交通省湯沢河川国道事務所

全血

○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155)または市健康対策課予防衛生班（☎73‒2124）へ

○と　き　6月19日（日）雨天中止  午前６時から１時間の予定
○集　合　湯沢生涯学習センター横の広場
○持ち物　清掃用具　○主催　中央公園愛護会（☎734023）

中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー

●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）
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　基本となる和歌の朗詠や座布団への座り方、
立ち方、歩き方などのほか、市女笠の扱いなど
を繰り返し練習します。先輩の小町娘は要所要
所で、経験を生かした助言を丁寧に行っていま
した。七人の小町娘は、その助言に耳を傾け、
うなずいている姿が見られました

七
人
で
息
を
合
わ
せ
て
、
私
た
ち
ら
し
い
小
町
娘
を
魅
せ
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
十
九
代
小
町
娘
七
人

　
小
野
小
町
生
誕
の
地
と
し
て
長
年
行
わ
れ
て
い
る

歴
史
あ
る
イ
ベ
ン
ト
「
小
町
ま
つ
り
」。
第
四
十
九

代
の
小
町
娘
は
、
本
番
に
向
け
て
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
先
輩
小
町
娘
か
ら
の
的
確
な
指
導
を
受

け
な
が
ら
「
歩
く
と
き
の
足
運
び
」、「
お
辞
儀
の
仕

方
」、「
市
女
笠
の
着
け
方
」、「
和
歌
の
朗
詠
」
な
ど

を
本
番
直
前
ま
で
繰
り
返
し
練
習
を
続
け
ま
す
。

　
五
月
九
日
か
ら
練
習
が
始
ま
り
、
練
習
会
場
で
は
、

ピ
ン
と
張
り
つ
め
た
空
気
の
中
、
一
つ
一
つ
の
動
作

を
確
認
し
な
が
ら
、
一
連
の
動
作
を
丁
寧
に
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　
今
年
の
小
町
娘
の
大
役
を
務
め
る
の
は
、
佐
々
木

桃
香
さ
ん
（
21
・
湯
沢
）、
猪
俣
美
里
さ
ん
（
23
・
院
内
）、

高
橋
美
樹
さ
ん
（
20
・
小
野
）、
東
海
林
史
子
さ
ん

（
21
・
小
野
）、
今
野
美
穂
さ
ん
（
22
・
湯
沢
）、
斎

藤
ま
ど
か
さ
ん
（
25
・
湯
沢
）、
藤
田
香
緒
里
さ
ん

（
23
・
幡
野
）
の
七
人
。
四
月
三
十
日
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　
七
人
の
小
町
娘
に
本
番
に
向
け
て
の
抱
負
な
ど
を

伺
う
と
、「
小
町
娘
七
人
の
先
頭
は
緊
張
し
ま
す
が
、

先
輩
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
て
、

美
し
い
小
町
娘
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で

す
」（
佐
々
木
さ
ん
）、「
日
頃
、
意
識
す
る
こ
と
が

な
い
立
ち
居
振
る
舞
い
な
ど
、
難
し
い
こ
と
も
多
い

で
す
が
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
親
し
ん
で
き
た
お
祭
り
に

参
加
で
き
る
貴
重
な
経
験
な
の
で
、
七
人
で
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
り
た
い
で
す
」（
猪
俣
さ
ん
）、「
一
つ

一
つ
の
動
作
を
覚
え
る
の
が
す
ご
く
大
変
で
す
。
で

も
、
本
番
で
は
き
れ
い
な
立
ち
居
振
る
舞
い
が
で
き

る
よ
う
に
七
人
で
協
力
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た

い
で
す
」（
高
橋
さ
ん
）、「
慣
れ
な
い
動
作
な
ど
大

変
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
七
人
で
協
力
し
合
っ

て
、
私
た
ち
ら
し
い
小
町
娘
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
で
す
」（
東
海
林
さ
ん
）、「
毎
日
の
練
習
は

大
変
で
す
が
、
七
人
で
協
力
し
て
練
習
を
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
本
番
で
は
美
し
い
動
作
を
魅
せ
た

い
で
す
」（
今
野
さ
ん
）、「
本
番
で
は
七
人
の
心
を

一
つ
に
し
て
、
息
の
合
っ
た
立
ち
居
振
る
舞
い
を
し

て
、
四
十
九
代
ら
し
い
小
町
娘
を
魅
せ
た
い
と
思
い

ま
す
」（
斎
藤
さ
ん
）、「
慣
れ
な
い
所
作
に
戸
惑
う

こ
と
も
多
い
で
す
が
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
か
た
や

見
に
来
て
く
だ
さ
る
か
た
が
た
の
た
め
に
も
美
し
い

小
町
娘
を
魅
せ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
」（
藤

田
さ
ん
）
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
る
小
町
ま

つ
り
。
宵
祭
が
六
月
十
一
日
（
土
）
に
、
本
祭
が
十

二
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
代
々
受
け
継
が
れ

て
き
た
伝
統
の
所
作
を
小
町
ま
つ
り
で
披
露
し
ま
す
。

七
人
の
小
町
娘
の
息
の
合
っ
た
立
ち
居
振
る
舞
い
を

ぜ
ひ
会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

い
ち
め
が
さ

さ
さ
き

も
も
か

い
の
ま
た

み
さ
と

た
か
は
し

み
き

し
ょ
う
じ

ふ
み
こ

こ
ん
の

み
ほ

さ
い

と
う

ふ
じ
た

か
お
り
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